
以上停電が続く場合は、通常の乾電池（単３型４本）でも
作動しますが、コンセントから電源プラグを抜いてくださ
い。そのまま使用すると、通電した際に故障の原因になり
ますので、ご注意ください。

オペレーターの音声について

　市民の皆様から、聴き取りにくいとのご意見をいただく

ことがあります。雑音を抑えるため、放送室を改良するな

どの改善や、聞き取りやすい音程にするなど、改善に努め

ています。

　また、聞き取りやすいように、ゆっくり話すようにして

いますが、放送時間に限りがあるため、状況によっては早

くなる場合もありますので、ご理解をお願いします。

放送内容を見直しました

　昨年末から、全域放送の内容について見直しを行い、原

則、皆さんの安全安心に関わる情報や、市の代表的なイベ

ント等を中心に放送しています。また、緊急放送を除き、土・

日曜日は放送しないこととしました。

　なお、放送時間帯は、午前６時50分～と午後７時30分

～としています。これは、町内会が独自に行っている町内

会放送と時間帯が重ならないように配慮し、調整して設定

されたものです。

行政放送の音量と留守録機能について

　受信音量はボタン調節をすることができます。就寝中や

テレビ視聴でお困りの際は調整してください。コンセント

に差しておけば、電源を切ったり、音を小さくしたりして

も、緊急時には自動的に電源が入り、最大音量で緊急情報

を伝達します。

　また、留守録機能がついており、不在時の放送は後で聞

くことができます。

電話線断絶や停電時の対応について

　昨年は台風16号の影響で、町内会放送が使用できなかっ

たケースがありました。町内会放送は電話回線を使用する

もので、倒木などにより電話線が断絶した場合は放送がで

きないことがあります。

　その場合は、市役所から屋外スピーカーでお知らせする

ほか、各世帯の戸別受信機に緊急放送を行ったり、公民館

などに設置している中継局から放送

したりする方法があります。市役所

からも中継局からも、地域限定で放

送ができます。

　戸別受信機には、あらかじめ充電
式電池が搭載してあるため、停電時
でも12時間程度は作動します。それ

▲ 「充電式乾電池」 
電池は必ず充電式を 
使用しましょう！

「
自
助
」・「
共
助
」で 

「
地
域
防
災
力
」の
向
上
へ

　

昨
年
の
台
風
襲
来
は
、
甚
大
な
被
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及
ぼ
し
ま
し
た
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的
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避
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し
た
人
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多
か
っ
た
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、
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掃
ボ
ラ
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落
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災
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と
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め
の
防
災

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
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も
し
も
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
非
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用
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ち
出
し
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を
事
前

に
準
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、
避
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所
生
活
の
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乗
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お
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ま
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、
避
難
す
る
際

は
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所
に
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掛
け
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す
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こ
と
、
避

難
所
で
の
共
同
生
活
で
は
自
主
防
災

組
織
が
協
力
・
運
営
を
行
う
こ
と
な

ど
、「
共
助
」も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
用
資

機
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の
購
入
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当
た
り
、
助
成
金
制

度
を
設
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い
る
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出
前
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行
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す
。
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取
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追
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濫
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ま
た
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情
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情
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の
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取
る
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う
に
し
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う
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ｄ
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ニ
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ー
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情
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と
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。

　

　市内全域に防災情報や行政情報をより早く、確実にお知らせするための「防災行政
無線」。毎週流れる行政放送など、戸別受信機を設置している世帯の皆さんにとっては
身近な存在ですが、改めて「防災行政無線」についてお知らせします。

▲防災行政無線戸別受信機
被災した養鶏場のボランティア作業（上高隈町瀬

せ

戸
ど

野
の

）
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か
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・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
に
よ
る
通
行

止
め
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
情
報
や

防
災
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
市
役
所
か
ら
Ｆ
Ｍ
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の
や
の
放
送
に
割
り
込
む
緊
急
割
込

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
常
時
で
も
、
割
り
込
み

試
験
放
送
を
兼
ね
て
、
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
防
災

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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Ｆ
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
「
Ｆ
Ｍ

プ
ラ
ぷ
ら
」（
無
料
）
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
だ
け
で
Ｆ
Ｍ
か
の
や
の
通
常

放
送
、
災
害
・
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
受
信
で
き
ま
す
。
文
字
放

送
、
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動
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に
よ
る
通
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も
行
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た
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、
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覚
障
が
い
者
へ
も
災
害

情
報
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能
で
す
。

　

ア
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い
る
人
は
、
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で
、
ア
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っ
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い
る
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は
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グ
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P

プ
レ
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ス
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ア
）」
で
「
Ｆ
Ｍ

か
の
や
」
と
検
索
す
る
か
、
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

ココ

「防災行政無線」に 
ついて知っておこう！

※ メーカーによってボタンの
場所が異なります

　高隈町内会では平成26年度から水防訓練
を実施しています。高隈は昨年６月に大雨
で避難情報が３回発令され、９月にも台風
16号で大きな被害を受けました。改めて、
多くの住民が訓練の大切さを認識したと思
います。
　普段から防災意識を持って訓練しない

と、いざという時に動けません。また、自
分だけでなく、子どもや高齢者にも目を向
け、地域全体で前もって役割を決めて、声
を掛け合い、お互い助け合うことが必要だ
と思います。町内会や自治会レベルでも、
防災マップを見直しするなど、地域でやれ
ることはたくさんあると思います。

高隈町内会
会長	浮牟田 冨雄 さん

地域で考え、行動できる地域防災を目指す
INTERVIEW

iOS

アンドロイド

災害への備えを

もしもの
ために
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